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資 料

﹇
下
位
3
位
﹈
1
位
：
X
県

（
4
人
）、
2
位
：
Y
県
（
5

人
）、
2
位
：
Z
県
（
5
人
） 

（
各
都
道
府
県
職
員
数
は
都

道
府
県
職
員
と
各
都
道
府
県

に
属
す
る
特
定
市
職
員
の
合

計
。 具
体
的
な
都
道
府
県
名

は
記
入
せ
ず
）

※
い
ず
れ
も
経
済
産
業
省
調

べ
。

新
し
い
計
量
行
政
の
方
向

に
つい
て（
参
考
資
料
）鰯

　
日
本
計
量
新
報
社
で
は
2

0
0
5
年
度
計
量
法

改
正
作
業
を
す
べ
て

伝
え
る
た
め
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
計
量
計
測

デ
ー
タ
バ
ン
ク
」
に

「
2
0
0
5
年
度
計

量
法
改
正
情
報
B
O

X
」を
設
け
て
お
り
ま

す
。

　
こ
こ
で
は
計
量
行

政
審
議
会
の
本
会
議
、

計
量
制
度
検
討
小
委

員
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
改
正
作

業
な
ど
公
開
さ
れ
た

文
書
の
す
べ
て
を
掲

載
し
ま
す
。
す
で
に

「
平
成
　
年
度
第
1

17

回
計
量
行
政
審
議

会
」、「
計
量
制
度
検
討

小
委
員
会
第
1
回
会

合
」、「
計
量
制
度
検
討

小
委
員
会
第
1
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
第

1
回
 」、「
計
量
制
度

検
討
小
委
員
会
第
2

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
第
1
回
」、「
計
量
制

度
検
討
小
委
員
会
第

3
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
第
1
回
・
第
2
回
」
の

配
布
資
料
の
掲
載
、お
よ
び
公

開
さ
れ
た
議
事
要
旨
・

議
事
録
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、「
日
本

計
量
新
報
」
で
報
道
す

る
す
べ
て
の
計
量
法
関

連
記
事
と
、
計
量
法
に

関
す
る
意
見
・
感
想
、

参
考
資
料
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
回
新
た
に
参
考
と

な
る
資
料
を
リ
ン
ク
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

活
用
下
さ
い
。
追
加
項

目
は
次
の
通
り
で
す
。

主
な
現
行
法
令
（
出

典
：
法
令
デ
ー
タ
提
供

シ
ス
テ
ム
）

計
量
行
政
審
議
会
の
答

申「
極
微
量
物
質
の
計
量

等
新
た
な
社
会
ニ
ー
ズ

に
対
す
る
適
正
な
計
量

の
実
施
の
確
保
を
図
る

た
め
に
必
要
な
新
た
な

制
度
に
つ
い
て
（
計
量

行
政
審
議
会
答
申
） 

（
2
0
0
0
年
　
月
　

12

13

日
）」
概
要
、
全
文
（
p

d
f
フ
ァ
イ
ル
）

「
計
量
行
政
審
議
会
の

答
申
（
1
9
9
8
年
　12

月
　
日
）」
概
要
、
全
文

18

1
．
目
的

　
経
済
取
引
の
発
達
、
産
業

技
術
の
進
歩
等
こ
れ
ら
に
関

し
て
要
求
さ
れ
る
計
量
技
術

が
高
度
化
・
専
門
化
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
計
量
に
関
す
る
専
門
の

知
識
・
技
能
を
有
す
る
者
に

一
定
の
資
格
を
与
え
、
一
定

分
野
の
職
務
を
分
担
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
計
量
器
の
自

主
的
管
理
を
推
進
し
、
適
正

な
計
量
の
実
施
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

2
．
根
拠
条
文

　
計
量
法
第
1
2
2
条

1
．
目
的

　
商
品
を
計
量
し
て
販
売
す

る
場
合
に
は
正
確
に
計
量
す

る
こ
と
が
基
本
。
し
か
し
、

計
量
を
行
う
場
合
に
あ
る
程

度
の
誤
差
が
生
じ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。

　
食
品
、
日
用
品
等
の
消
費

生
活
関
連
物
資
で
あ
っ
て
、

相
当
程
度
計
量
販
売
が
行
わ

れ
て
い
る
商
品
を
計
量
し
て

販
売
す
る
場
合
、
一
定
誤
差

の
範
囲
内
（
量
目
公
差
）
で

計
量
を
行
う
こ
と
を
義
務
づ

け
て
、
適
正
な
計
量
の
実
施

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

2
．
根
拠
条
文

　
計
量
法
第
　
条
〜
第
　
条

11

15

○
経
済
産
業
省
令
第
九
十
五
号

　
計
量
法
関
係
手
数
料
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
別
表
第
一
第

十
三
号
及
び
第
十
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
計
量
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
　
経
済
産
業
大
臣
　
中
川
　
昭
一

　
　
　
計
量
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
計
量
法
施
行
規
則
（
平
成
五
年
通
商
産
業
省
令
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
九
十
一
条
の
四
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
中
「（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五

号
）」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。

　
一
　
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
十
九
条

　
　
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
三
条
第
一
項

　
　
か
ら
第
三
項
ま
で
の
登
録

　
第
九
十
一
条
の
五
第
七
号
中
「
前
条
第
七
号
」
を
「
前
条
第
八
号
」
に
改

め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
前
条
第
六
号
」
を
「
前

条
第
七
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
前
条

第
五
号
」
を
「
前
条
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条

第
四
号
中
「
前
条
第
四
号
」
を
「
前
条
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第

五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
前
条
第
三
号
」
を
「
前
条
第
四
号
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
前
条
第
二
号
」
を
「
前
条
第

三
号
」
に
改
め
「（
同
条
各
号
若
し
く
は
法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
の
登
録
若

し
く
は
認
定
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
際
標
準
化
機
構
及
び
国
際
電
気
標
準
会
議
が
定
め
た
製
品
の
認
証
を

行
う
機
関
に
関
す
る
基
準
の
う
ち
品
質
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
に
適
合
す
る
と

認
め
る
こ
と
を
い
う
。
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削

り
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
中
「
前
条
第
一
号
」
を
「
前

条
第
二
号
」
に
、「
同
項
の
申
請
を
し
た
日
前
法
第
百
四
十
四
条
の
二
第
一
項

の
政
令
で
定
め
る
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
期
間
」
と
い
う
。）」

を
「
特
定
期
間
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

　
一
　
現
に
前
条
第
一
号
の
登
録
を
受
け
た
法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
の
申

　
　
請
に
係
る
事
業
所
に
つ
い
て
同
項
の
申
請
を
し
た
日
前
法
第
百
四
十
四

　
　
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特

　
　
定
期
間
」
と
い
う
。）
以
内
に
行
わ
れ
た
前
条
第
一
号
の
登
録
及
び
そ
の

　
　
更
新
に
当
た
り
審
査
の
事
務
の
合
理
化
（
同
条
各
号
若
し
く
は
法
第
百

　
　
四
十
三
条
第
一
項
の
登
録
若
し
く
は
認
定
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
て
い

　
　
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
標
準
化
機
構
及
び
国
際
電
気

　
　
標
準
会
議
が
定
め
た
製
品
の
認
証
を
行
う
機
関
に
関
す
る
基
準
の
う
ち

　
　
品
質
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
に
適
合
す
る
と
認
め
る
こ
と
を
い
う
。
第
三

　
　
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）
が
行
わ
れ
て
い
な

　
　
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

　
第
九
十
一
条
の
六
第
一
項
中
「
前
条
第
一
号
又
は
第
七
号
」
を
「
前
条
第

二
号
又
は
第
八
号
」
に
、「
同
条
第
七
号
」
を
「
同
条
第
八
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◇
　
　
　
◇

○
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
四
十
六
号

　
特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
経

済
産
業
省
令
第
四
十
一
号
）
第
三
条
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
十
二
年
通
商
産

業
省
告
示
第
四
百
九
十
四
号
（
電
子
回
路
を
有
す
る
特
定
計
量
器
の
試
験
方

法
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
　
経
済
産
業
大
臣
　
中
川
　
昭
一

　
本
則
中
「
第
百
一
条
、
第
三
百
三
十
二
条
、
第
三
百
四
十
九
条
、」
を
削
り
、

第
四
号
中
「
、
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
に
あ
っ
て
は
速
さ
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

毎
時
に
相
当
す
る
回
転
を
与
え
た
状
態
に
お
い
て
」
を
削
り
、
第
五
号
イ
中

「
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
に
あ
っ
て
は
速
さ
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
に
相
当

す
る
回
転
を
与
え
た
状
態
に
お
い
て
、」を
削
り
、同
号
ロ
中「
タ
ク
シ
ー
メ
ー

タ
ー
に
あ
っ
て
は
速
さ
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
に
相
当
す
る
回
転
を
与
え

た
状
態
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
特
定
計
量
器
に
あ
っ
て
は
」
を
削
り
、
第
六

号
の
表
電
界
強
度
の
項
中
「
イ
　
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
及
び
電
気
計
器
」
を

「
イ
　
電
気
計
器
」
に
改
め
る
。◇

　
　
　
◇

指
定
製
造
事
業
者
の
指
定
等
に
関
す
る
省
令
に
基
づ
く
細
目
に
関
す
る
公
示

　
指
定
製
造
事
業
者
の
指
定
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
5
年
通
商
産
業
省
令

第
　
号
）
第
3
条
第
2
項
の
規
定
（
以
下
単
に
「
規
定
」
と
い
う
。）
に
基
づ

77

き
平
成
　
年
　
月
1
日
に
次
の
事
業
の
区
分
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
の
細

17

10

目
を
制
定
す
る
の
で
公
示
す
る
。

　
な
お
、規
定
に
基
づ
き
平
成
9
年
4
月
　
日
に
制
定
し
た
事
業
の
区
分「
水

21

道
メ
ー
タ
ー
第
一
類
（
水
道
メ
ー
タ
ー
の
う
ち
、
標
準
流
量
が
五
立
方
メ
ー

ト
ル
毎
時
以
下
の
も
の
を
製
造
す
る
事
業
）」
及
び
「
水
道
メ
ー
タ
ー
第
二
類

（
水
道
メ
ー
タ
ー
の
う
ち
、
標
準
流
量
が
五
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
る

も
の
を
製
造
す
る
事
業
）」
並
び
に
平
成
7
年
2
月
　
日
に
制
定
し
た
事
業
の

10

区
分
「
温
水
メ
ー
タ
ー
（
温
水
メ
ー
タ
ー
を
製
造
す
る
事
業
）」
に
係
る
品
質

管
理
の
方
法
の
細
目
は
、
平
成
　
年
9
月
　
日
限
り
廃
止
す
る
の
で
公
示
す

17

30

る
。
た
だ
し
、
こ
の
細
目
の
制
定
の
日
前
に
計
量
法
（
平
成
4
年
法
律
第
　51

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
　
条
第
1
項
、
第
　
条
第
1
項
又
は
第
　
条

76

81

89

第
1
項
の
承
認
を
受
け
た
型
式
に
属
す
る
特
定
計
量
器
に
係
る
品
質
管
理
の

方
法
の
基
準
の
細
目
に
つ
い
て
は
、
法
第
　
条
第
2
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

92

い
て
は
、
平
成
　
年
3
月
　
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
す

23

31

る
。

平
成
　
年
9
月
　
日
　
経
済
産
業
大
臣
　
中
川
　
昭
一

17

30

1
　
水
道
メ
ー
タ
ー
第
一
類
（
水
道
メ
ー
タ
ー
の
う
ち
、
標
準
流
量
が
5
立

方
メ
ー
ト
ル
毎
時
以
下
の
も
の
を
製
造
す
る
事
業
）

2
　
水
道
メ
ー
タ
ー
第
二
類
（
水
道
メ
ー
タ
ー
の
う
ち
、
標
準
流
量
が
5
立

方
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
る
も
の
を
製
造
す
る
事
業
）

3
　
温
水
メ
ー
タ
ー
（
温
水
メ
ー
タ
ー
を
製
造
す
る
事
業
）

備
考
　
内
容
は
、
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

）に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局

計
量
行
政
室
に
お
い
て
も
閲
覧
に
供
す
る
。

http://www.keiryou-keisoku.co.jp/hou-kaisei2005/hou-kaisei-top.htm

3
．
制
度
の
概
要

茨
計
量
士
の
区
分

　
計
量
士
は
以
下
の
3
区
分

に
分
か
れ
て
お
り
、
区
分
ご

と
の
所
要
の
条
件
を
満
た
す

こ
と
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣

の
登
録
を
受
け
、
計
量
士
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
般
計
量
士

　
環
境
計
量
士（
濃
度
関
係
）

　
環
境
計
量
士
（
騒
音
・
振

動
関
係
）

芋
資
格
の
取
得
方
法

①
国
家
試
験
コ
ー
ス
：
計
量

士
国
家
試
験
に
合
格
し
、
か

つ
実
務
経
験
そ
の
他
の
条
件

に
適
合
す
る
者

②
資
格
認
定
コ
ー
ス
：
　
産
（独）

業
技
術
総
合
研
究
所
の
教
習

商
品
量
目
制
度

3
．
制
度
の
概
要

　
計
量
法
第
　
条
に
よ
り
、

12

特
定
の
商
品
を
そ
の
特
定
物

象
量
を
法
定
計
量
単
位
で
示

し
て
販
売
す
る
と
き
は
、
量

目
公
差
を
超
え
な
い
こ
と
を

販
売
者
に
義
務
づ
け
て
い

る
。
ま
た
計
量
法
第
　
条
に

13

よ
り
、
販
売
す
る
特
定
の
商

品
を
密
封
す
る
と
き
は
、
そ

の
容
器
又
は
包
装
に
内
容
量

を
表
記
す
る
こ
と
を
義
務
づ

け
て
い
る
。

4
．
 見
直
し
の
契
機

　
1
9
7
0
年
：
量
目
公
差

を
原
則
と
し
て
%
に
改
正

　
1
9
7
4
年
：
密
封
商
品

販
売
業
者
へ
の
正
味
量
表
記

義
務
の
強
化

　
1
9
9
2
年
：
密
封
商
品

の
指
定
、
商
品
実
態
に
合
わ

せ
た
指
定
商
品
の
見
直
し
、

量
目
公
差
を
3
区
分
（
質
量

2
、
容
量
1
）
に
統
合
・
簡

素
化
、
取
締
方
法
を
改
善
勧

告
↓
公
表
↓
改
善
措
置
命
令

↓
罰
則
に

計
量
法
改
正
関
連

省
令
、告
示
、公
示

資 料

【
総
計
】
1
1
3
8
人
（
数

字
は
　
都
道
府
県
と
特
定
市

47

の
職
員
の
合
計
）

【
都
道
府
県
別
職
員
数
】

﹇
上
位
3
位
﹈
1
位
：
A
県

（
1
0
8
人
）、1
位
：
B
県

（
1
0
8
人
）、3
位
：
C
県

（
　
人
）

70
の
課
程
を
修
了
し
、
実
務
経

験
な
ど
の
所
定
の
条
件
を
満

た
し
、
か
つ
計
量
行
政
審
議

会
が
認
め
た
者

鰯
計
量
士
の
主
な
職
務

①
定
期
検
査
に
代
わ
る
計
量

士
に
よ
る
検
査

②
計
量
証
明
検
査
に
代
わ
る

計
量
士
に
よ
る
検
査

③
計
量
証
明
事
業
に
お
け
る

計
量
管
理

④
適
正
計
量
管
理
事
業
所
に

お
け
る
計
量
管
理

4
．
見
直
し
の
契
機

　
1
9
7
4
年
：
環
境
計
量

士
の
創
設

　
1
9
9
2
年
：
環
境
計
量

士
を「
濃
度
関
係
」と「
騒
音
・

振
動
関
係
」
に
区
分

計
量
士
制
度

各
自
治
体
に
お
け
る
法
定
計
量
に
携

わ
る
職
員
数（
2
0
0
3
年
度
）


